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★相模原市感染症情報センターでは、毎週感染症に関する情報を掲載しています

麻しんは、麻しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症です。2020
年以降はコロナ禍による移動制限の影響で報告数が減少していましたが、2023
年、2024年は増加傾向がみられています。いずれも海外からの輸入例と、輸入例
からの感染事例のみの報告となっています。海外では麻しんが流行している地域
があり、訪日客や海外渡航者の増加によりさらなる増加が懸念されています。

※麻しんを疑う症状が現れた場合は、必ず事前に医療機関に電話連絡してから受診してください。

一般的な経過

発症からの日数
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空気感染

・ウイルスの含ま
れる空気を吸い
込んで感染
・潜伏期間は
１０～１２日程度

予防のために

一旦37℃程
度まで解熱
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感染力のある期間

合併症

肺炎 脳炎

全身の免疫力が低下するため、重篤な合併症を発症しやすくなります。

回復期

・解熱
・発疹の消退ととも
に感染力はなくなり
色素沈着を残す

中耳炎 亜急性硬化性
全脳炎

麻しんはマスク、手洗いのみでは防ぐことができません！
2回のワクチン接種が最も有効な予防方法です。

海外渡航の
予定がある方

麻しんにかかったことがなく2回
の接種記録が確認できない
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日本の麻しん報告数

増加傾向

１回目の発熱
（カタル期）

・38℃程度の発熱
・咳、鼻汁、咽頭痛等
のかぜ様症状
・口腔内に白色の斑
点が出現
・感染力が最も高い

・かぜ様症状、発熱、発疹が代表的な症状です。
・発症の1日前から発疹消退までは感染力があり、他人にうつす可能性があります。
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麻しん感染後、数年の潜伏期間ののち
発症する極めて重症の脳炎で、治療法が
なく予後不良の疾患です。
麻しん患者の10万人に１人の割合で
発症するといわれています。

2回目の発熱
（発疹期）

・一旦解熱した後、
40℃近い発熱
・顔まわりから発疹
が出現し、1-2日か
けて全身に広がる

麻しんにかかった
ことがなくワクチン
を1回も受けたこと

のない方
医療・教育関係者

定期接種対象外の方で、次のような場合はワクチンの接種を検討しましょう

・２回目：小学校入学前の1年間・1回目：１歳の１年間

接種については

かかりつけの医師に
ご相談ください

2回の定期接種を逃さないようにしましょう

麻しんウイルスは感染力が
とても強いウイルスです

・ウイルスを含む飛沫だけでなく、空気中を漂う
ウイルス粒子を吸い込むだけでも感染します

・同じ空間に麻しん発症者がいると、免疫のない
人は90%以上の確率で発症します

※妊娠中の方は
接種できません

世界の麻しん報告状況
（２０２４年１１月-２０２５年１月）

体
温
（℃

）

２回のワクチン接種により、95%程度の人が麻疹ウイルスに対する免疫を獲得する
ことができます。1回の接種だと十分な免疫が獲得できないことがあります。

出典：WHOホームページ：https://immunizationdata.who.int/global?topic=Provisional-measles-and-rubella-data&location=

https://immunizationdata.who.int/global?topic=Provisional-measles-and-rubella-data&location=

